
          

          

   

関西国際大学・ボランティア活動 

 

関西国際大学では 2016 年度秋学期より授業科目として防災士養成講座を開講。これまでに累計 1,297 名の学生

が防災士試験に合格。また、現在、集中講座にて 203 名の学生が新たに防災士養成講座の科目を受講。全学部・

全学科での防災士育成を実践しています。（※2023 年 2 月現在） 

 

 

5 月 15 日、本学の経営学部学生への「三木市

避難所運営サポーター」委嘱状交付式が行わ

れました。 

昨年度から継続の 19 名に加え、新たに 31 名

の学生に委嘱状が交付され、令和 5 年度は計

50 名が『三木市避難所運営サポーター』を受

嘱しました。 

受嘱した学生は全員、研修の中で防災に関す

る一定の知識・技能を有していると認定され

る『防災士』の資格を取得しています。 

2023年 5月 

三木市 

避難所運営サポーター 

 

大学 HP 

９月 24 日に実施された「三木市総合防災

訓練」＆「防災フェスティバル」に、サー

ビスラーニング「地域防災と共助」を履修

する経営学部の学生を中心としたメンバ

ーが参加しました。直下型の大規模地震を

想定した訓練に参加したり、「水道」をテ

ーマにしたポスター展示をし、ブースに来

られた方へポスターを活用しながら詳し

い説明をおこなったりと、日頃の学びを学

外で実践する貴重な経験となりました 

2023年９月 

三木市総合防災訓練 

＆防災フェスティバル 

 

NHK 兵庫 

NEWS WEB 

 

第 8 回目となる今回は、関東大震災から

100 年となることから震源地の神奈川が

開催地となり「次の 100 年への備え ～

過去に学び、次世代へつなぐ～」をテーマ

に開催されました。本学からは、学生防災

士サークル KUISs BOSAI のメンバーが、

防災教育や地域での活動を紹介するスラ

イドを準備し、イグナイトステージでの

発表とポスター展示をおこないました。 

2023年 9月 

ぼうさいこくたい
2023 

 
 

⇦当日の様子が載

っています。是非

ご覧ください。 

大学 HP KUISs BOSAI 

地震被害に苦しむ被災地の人々へ何らかの具体的な支

援活動を行ないたいと、阪神・淡路大震災の被災地で

ある兵庫県で防災教育を学ぶ学生団体が集まり立ち上

げた「能登応援サークルネットワーク」に「KUISｓ

BOSAI」も参画し、１月１７日に JR 神戸三宮駅前に

て募金活動を行いました。 

 

2024年 1月 

能登半島地震緊急募金活動 
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7 月 29 日に丹波篠山市の福住地区で行われた水無月

祭りに、観光学科の学生 16 名がお手伝いとして参加

しました。水無月祭りは、その年の農作物の豊作を祈

る伝統的なお祭りです。 

少子化・高齢化が進む地域では、伝統的な祭りの継承

が大きな課題となっています。観光学科の学びの一つ

としても、そうした現場を直接体験しながら、「観

光」の視点から地域課題の解決を考える取り組みを続

けています。 

2023年７月 

丹波篠山市福住地区 

「水無月祭り」ボランティア 

2023年 5月 

第 18回ひょうご生涯スポーツ大会 

身体障害者交流野球大会 

こちらの大会には、毎年硬

式野球部の部員たちがボ

ランティアスタッフとし

て参加させていただいて

おります。 

審判員や場内アナウンス、

競技員と多方面でサポー

トし、大会を盛り上げてい

ます。 

今年は20名の部員たちが

三木総合防災公園野球場

にて、一緒に野球を楽しま

せていただきました。 

 

2023年 5月 

カミングコウベ 23 
 

5 月 27・28 日に行われた音楽フ

ェスティバル「カミングコウベ

23」に、本学学生 15 名が募金ス

タッフボランティアとして参加

しました。このイベントは前身

イベントを経て、2010 年から始

まった日本最大級の無料チャリ

ティフェスです。 

阪神淡路大震災を風化させず語

り継ぎ、神戸からの恩返しとし

て被災地支援を行い、減災・防

災・そして震災からひとりでも

多くの方に“気づき”のきっかけ

を作る・・・というイベントの主

旨の元、本学からは毎年多くの

学生がボランティアスタッフと

して参加しています。 

大学 HP 

10 月 18 日、本学教育学部の学生への「要支援者見守り・支

え合い事業」委嘱状交付式が行われました。 

地域の多様性の理解や人材の育成などを目的とし、教育福祉学

科専攻の学生 29 名に交付されました。 

現在、主に高齢者見守りグループ、子育て支援グループ、障害

者支援グループに分かれ、お話をしたりイベントの補助をした

りするなど、地域の交流拠点で交流を行っています。 

2023年 10月 

尼崎市 

要支援者見守り・支え合い事業 
 


